
1 ふれまちだより

　　　　　　　　　　　な 　ご 　み

県主地区  七五三会
藤森恵美子さん  佐藤節子さん

　平成２６年６月９日（月）いばらサンサン交流館でサロンリーダー研修会が行われました。サロン対抗トン
トン！と～とバッグリーグ表彰式や県主地区七五三会による活動発表、サロンですぐできる「簡単おやつ」や、
レクリエーションなど、あっという間の２時間でした。

【
シ
ル
バ
ー
川
柳  

第
四
笑
】

腰
よ
り
も

　口
に
つ
け
た
い

　万
歩
計

　
　
　

 

（
ポ
プ
ラ
社

　シ
ル
バ
ー
川
柳
引
用
）

サロン活動発表ロコモ対策
「元気アップ体操！」

何も特別なことをせんでも
なじみの仲間が集まれば 笑える居場所が、ほらできた！
簡単♪楽しい
レクリエーション

サロンでも簡単に
できるなあ！

と～とバッグ
リーグ表彰式

何も特別なことをせんでも

～ふれあい・たすけあい・ささえあい～社協だより社協だより

ロコモ対策 と～とバッグ
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【会費及び寄付金の主な充当事業報告】

平成25年度　事業報告・決算

会費収入  5,692千円

在宅福祉事業
8,499千円

老人福祉センター事業
6,547千円

寄付金・施設整備等収入
8,770千円

受託金・負担金収入
59,979千円

経常経費
補助金収入
42,302千円

事業収入  2,612千円

障害福祉サービス事業
15,877千円

ボランティアセンター活動事業
1,466千円

介護保険・障害者自立支援
　　給付費等収入
　　120,672千円

やすらぎ
センター事業
46,012千円

法人運営事業
30,821千円

訪問介護事業
39,744千円

居宅介護支援事業
  27,262千円　

その他　917千円 

　社会福祉法人井原市社会福祉協議会では、平成２６年５月２３日、井原市総合福祉センターで
理事会・評議員会を開催し、平成２５年度事業報告及び一般会計・特別会計の収支決算などが理
事会で認定、評議員会で承認されました。

　　　　 事　業　名

地域福祉活動推進事業

ボランティアセンター活動事業

在宅福祉事業

　　　　 事　業　内　容

ふれあいのまちづくり事業

ご近所福祉ネットワーク活動

ふれあい・いきいきサロン

ふれあい福祉相談センター事業

奉仕員養成講座（手話・要約・点訳）

日常生活自立支援事業

交通遺児激励金

地域型福祉学習事業

震災街頭募金活動　等

夏のボランティア体験

ありがとう！ボランティア交流会

日常生活用具貸与事業

チャイルドシート等短期貸出

　　　　 事　業　名

共同募金配分金事業

　　　　 事　業　内　容

赤い羽根共同募金運動

トントン！と～とバッグプロジェクト

地域力パワーアップ講座開催

サロン交流会開催

ボランティア交流会開催

井原市社会福祉大会開催

ふれまちだより発行（年６回）

福祉機器購入

学校へのボランティア活動費助成

福祉団体・ボランティア推進団体助成

災害見舞金

給食サービスの実施　等

平成25年度

会計決算

歳　入
250,108千円
歳　入

共同募金配分金事業
9,443千円

いばらサンサン交流館事業
21,931千円 地域福祉活動

推進事業
27,732千円

・生活福祉資金貸付事業　1,052千円
・地域福祉活動基金運営事業　487千円
・交通遺児福祉基金運営事業　  39千円
・公益事業　　　　　　　6,988千円

歳　出
243,900千円
歳　出

ふれあい・たすけあい・ささえあい  まちづくり ふれあい・たすけあい・ささえあい  の  まちづくり

当期資金収支差額
6,208千円

平成25年度　事業報告・決算

共同募金配分金収入
9,164千円
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　荏原地区社会福祉協議会は、５月から食事をしながら語らい楽しい時間を過ごせる場をつくりました。
ボランティアスタッフが、美味しい食事と香り豊かなコーヒーを用意してお待ちしております。

ボランティアで地域の人と交流！

荏原小学校６年生　高月香奈さん

　日　時　　毎月第１日　１１時３０分～１４時３０分
　　　　　  （食後、振り込み詐欺防止について等出前講座への参加もお待ちしています）

　場　所　　荏原公民館
　食事代　　３００円・コーヒー代５０円（希望者のみ）

　【問い合わせ先】荏原地区社会福祉協議会　笠原正広　まで
　　　　　　　　 ☎０９０－４１４０－４９８２　
　　　　　　　　 E-mail：k212452 ＠ ibara.ne.jp
　※車での送迎もあります！前日までにお問い合わせください。

　夏休みを利用して「でんちゅうくんと～とバッグ」を作ってみませんか？！
ステンシルボランティアの方々に優しく、丁寧に教えてもらえるので、初めての方も安心！！

　日　　時　　平成２６年８月６日（水）１３：３０～１６：００
　場　　所　　井原市総合福祉センター　３階大会議室
　講　　師　　井原市社会福祉協議会ボランティアセンター
　　　　　　　　登録団体　「とんとん隊」のみなさん
　対 象 者　　井原市内小学４～６年生　先着　３０名
　参 加 費　　無　料

　お 願 い　　保護者の同伴は必要ありませんが、会場までの
　　　　　　　送迎は保護者の責任でお願いします。

≪申し込み・問い合わせ先≫
　井原市井原町１１１０　　社会福祉法人　井原市社会福祉協議会
　　　　　☎６２－１４８４　　FAX ６２－１４９６　　メールアドレス：i-syakyo@ibara.ne.jp

おいしい！

安い！

    ≪トントン！と～とバッグプロジェクト夏休み特別企画≫

 「でんちゅうくんと～とバッグを夏休みに作ろう～！」
　   ～ものづくりのまち井原へ  あらたなチカラ～

〜この日のメニュー〜

鰆と野菜の煮つけ  新玉ねぎの酢の物

ご飯　みそ汁　漬物

野菜は荏原産を使っています！

「おいで〜」荏原地区 ふれあい広場 誕生！

会えてうれしい！

また来たい！

3 ふれまちだより

おじいちゃんとおばあちゃん  
の笑顔がうれしいです！
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 県主の「できる」を出し合おう！
サロン発 ふれあい夏祭り

＜サロンリーダー研修会　活動発表　七
な ご み

五三会　藤森恵美子さん　佐藤節子さん＞

　県主地区ふれあい・いきいきサロン七五三会では昨年度、サロンが中心となって、

ふれあい夏祭りを行いました。参加者みんなに役割があって、※１エゴマップを参考に

サロンや地域の仲間で少しずつ「できる」を集めたら、100 人が集まる夏祭りができま

した。　（※１  エゴマップ…自分のできることを、地域でわいわい雑談しながら目に見えるような形にすること）

始まりは３人の世話役から

　「より多くの地域の方にサロンへ気軽に参加して欲しい」という３

人が雑談する中に、夏祭りのヒントがありました。さっそくサロンで

「歩いて集まれる場所で夏祭りをしたらどうか？」という提案をした

ところ、サロンの方々は大賛成！「子どもが参加すると親が参加する、

孫が参加すると祖父母が参加する」をモットーに、全部手作りの夏

祭りに向けて準備がスタートしました。　　　　　

サロンや地域の「できる」を出し合って、全員主役の夏祭り！

　どんなお店にするか話し合っていると、研修で実施した※１エゴマッ

プが大活躍。「おでんの味付けはＡさんが得意だよ」「ソーメンのつ

ゆはＢさんがうまい！」という具合に、おでん・おにぎり・焼き鳥・

飲み物・ソーメン流し・ゲームの６種類の担当を決めました。ＰＴＡ

のお母さん、サロンメンバーのご主人、消防団青年部など多くの方

のお力をいただけることになりました。　　　　　　　　　　　　　 　 【夏祭りおにぎりコーナー】

夏祭り当日は100人参加！「楽しかった」の声に元気をもらいました。

　おにぎりのお米は参加者や地域の方から一人一合の寄付を募ったところ、多

くのお米と、当日参加できない方からは「お米はないから梅干しなら」「おにぎ

りの海苔ならあるよ！」とのご協力をいただき、お腹いっぱい食べることがで

きました。ゲームやソーメン流しでは子どもも大人もみんなで盛り上がり、みな

さんの笑顔に私達が元気をもらいました。今年も夏に向けてまた、準備を始め

たいと思います。

井原市社会福祉協議会からのお知らせ
無料の車椅子短期貸出しをご利用ください！
旅行や通院など短期間（２週間以内）であれば無料で利用できます。

お気軽にご相談ください。

　問い合わせ先：井原市社会福祉協議会　

　　　　　　　　☎本所６２－１４８４　芳井支所７２－１３６６　美星支所８７－４１４１

4ふれまちだより

参加して良かった

おにぎりをにぎるの
熱かったよ！
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 平成２６年度　　　   赤い羽根共同募金配分事業

トントン！と～とバッグリーグ表彰式開催
　　　　　　　  おめでとうございます！（̂ ○^）

表　彰　名 サ　ロ　ン　名 地　区

最 優 秀 賞 さくら橋サロン 井 原

優 秀 賞 こだまの郷サロン 木之子

あ か ば ね 賞 高月どんぐりの会 木之子
バランスがよいで賞 笹の葉サロン 木之子
あ で や か で 賞 大倉サロン 美 山
ア イ デ ィ ア 賞 やまびこサロン 木之子
楽 し ん だ で 賞 本町切偲友サロン 井 原
に ぎ や か で 賞 西郷空の会 木之子
ナイスチャレンジ賞 親和会 荏 原
持って歩きたくなるで賞 いきいきサロンたんぽぽの会 青 野
お 見 事 で 賞 遊友サロン下町 井 原
ベ ス ト カ ラ ー 賞 ゆうゆうサロン大西 稲 倉
さ わ や か で 賞 ほほえみサロン 荏 原
大 満 足 で 賞 八の会 木之子

　トントン！と～とバッグリーグは、井原市内のふれあい・いきいきサロンから応募作品を募り、平成
２６年４月１日から平成２６年５月３１日を投票期間として、一般投票によって受賞作品を決めました。
　その結果、参加サロン合計１４サロン、投票総数４７１件の多くの中から選ばれた受賞サロンは、
６月９日のサロンリーダー研修会にて表彰されました。
　応募作品はどの作品も個性豊かで思い出がいっぱいつまった、とても素敵な作品ばかりでした。

木之子地区社協主催ふれあいサロン大交流会

★ ★ 広 め よ う ★ ★
～元気を育てる地域に！！～

　６月１日（日）いばらサンサン交流館にて『木之子地区ふれあいサロン大交
流会』が約１７０名もの方々で盛大に開催されました。

傘踊り、詩吟、オカリナ演奏など…

出演者はオール木之子のみなさん！

　岡山県警による振り込み詐欺防止講話や音楽隊の演奏等もあり、とても楽
しいひとときを過ごしました。

地域のチカラは地域で楽しくつくっていきましょう！！

木之子地区オリジナルキャラクター

　「きのこのこちゃん」

トントン！と～とバッグリーグ表彰式開催トントン！と～とバッグリーグ表彰式開催
　　　　　　　  おめでとうございます！（̂ ○^）

表　彰　名

結果発表

ゆうゆうサロン大西

さくら橋サロン

八の会

遊友サロン下町

高月どんぐりの会



6ふれまちだより

相談内容 日　　　　時 内　　　　容

ふ れ あ い
福 祉 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00
日常生活上の心配ごと・
悩みごとなどのあらゆ
る相談

法 律 相 談

８/５㈫　　 13：00 〜16：00
８/19 ㈫　   13：00 〜16：00
９/２㈫　　 10：00 〜15：00
９/16 ㈫　   13：00 〜16：00

法律上の難しい問題の
相談（財産・相続・金銭
貸借・境界等）1件 30分
以内で事前に予約必要
予約先：井原市社会福祉協議会

療 育 相 談

月〜金曜日　8：30 〜17：00

就学前の子どもたちに関す
る心配や悩みごとの相談

介 護 相 談 家庭介護や各種サービ
スに関する相談

結 婚 相 談 ８/８㈮・９/12 ㈮
　13：30 〜15：30

結婚に関する相談

行 政 相 談

７/24 ㈭・８/14 ㈭・８/28 ㈭
９/11 ㈭　　10：00 〜12：00

【井原市総合福祉センター】

行政全般に関わる相談

（道路・住宅・公害）

７/17 ㈭　　  9：00 〜12：00
【 芳 井 公 民 館 共 和 分 館 】

８/21 ㈭　　  9：00 〜11：00
【 芳 井 老 人 福 祉 セ ン タ ー】

８/19 ㈫・９/16 ㈫
　　　　　  10：00 〜12：00

【美星農村環境改善センター】

ふれあい福祉相談センター
秘密厳守／相談無料 問い合わせ、予約は

　井原市社会福祉協議会　☎62−1484

問い合わせ先
　協働推進課 市民活動係　☎62−9508
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本
繁
雄

亡
父  

美
星
町
黒
忠 

久
安
伸
冶

◇
病
気
見
舞
い
返
し
に
か
え
て

美
星
町
黒
忠
　
　
川
上
謙
一

美
星
町
西
水
砂
　
瀬
尾
信
行

◇
福
祉
器
具
借
用
の
お
礼
と
し
て

芳
井
町
川
相
　
　
河
合
義
廣

芳
井
町
与
井
　
　
多
賀
安
明

芳
井
町
西
三
原
　
山
室
智
子

◇
一
般
寄
付

笹
賀
町
　
　
　
　
細
羽
英
雄

井
原
町
　
　
　
　
水
野
繁
子

芳
井
町
井
山
　
　
佐
藤
貞
恵

フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー（
株
）

西
備
工
業
（
株
）

後
月
仏
教
会

◇
物
品
寄
付

い
ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
陶
芸
教
室

芳
井
町
下
鴫
　
　
三
縞
忠
宏

井
原
町
　
　
　
　
岡
　
一
夫

　
高
齢
の
母
が
納
戸
の
片
付
け

を
し
て
ほ
し
い
と
何
度
も
言
う

の
で
、
い
よ
い
よ
実
行
す
る
こ

と
に
し
た
。

　
古
い
古
い
書
付
や
ら
手
紙
、

置
物
や
小
物
な
ど
、
懐
か
し
い

け
れ
ど
き
っ
ぱ
り
処
分
す
る
も

の
、
し
っ
か
り
写
真
に
収
め
て

デ
ー
タ
で
保
存
す
る
も
の
な
ど

整
理
し
て
い
く
う
ち
、
空
っ
ぽ

の
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
に
コ
ロ

ン
と
丸
め
ら
れ
た
布
を
見
つ
け

た
。
思
わ
ず
「
あ
あ
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な
所
に
居
た

の
。」
と
声
に
出
し
て
い
た
。

五
十
年
以
上
前
の
幼
い
日
の
記

憶
だ
が
、
曾
祖
母
の
帯
だ
と
す

ぐ
に
わ
か
っ
た
。
明
治
生
ま
れ

の
曾
祖
母
の
日
常
着
は
着
物

だ
。
黒
っ
ぽ
い
着
物
に
毎
日
こ

の
帯
を
締
め
、
い
つ
も
私
の
そ

ば
に
居
て
く
れ
た
。
新
し
い
家

に
引
っ
越
す
前
に
亡
く
な
っ
た

の
で
、
こ
の
家
と
曾
祖
母
を
繋

ぐ
物
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
が

「
何
だ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
つ
い

て
来
て
見
て
い
て
く
れ
た
の
。」

と
、
そ
ん
な
気
が
し
た
。

　
納
戸
の
片
付
け
を
し
た
ご
褒

美
に
出
て
き
て
く
れ
た
の
だ
ろ

う
。

　
鑑
定
団
に
出
す
よ
う
な
お
宝

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
日

は
母
と
私
に
は
大
事
な
お
宝
再

発
見
の
日

と
な
っ
た
。


